
 

令和４ 年度 学校自己評価シス テムシート  （  さ いたま 市立 柏崎 小学校 ）      学校番号 ９ ０                             【 様式】  
目 指 す 学 校 像 「 学びを楽し み、 共に学び合う かし わ子」 の育成を目指し て         

          

重 点 目 標 

１  児童が生き 生き と 学ぶ学校（ 学びを支える 基礎的・ 基本的な知識・ 技能の確実な習得と 協働的な学びの充実）  
２  安心・ 安全が保障さ れる 学校（ 教育相談体制の充実、 安全教育、 安全管理の徹底）  
３  学校・ 家庭・ 地域が連携・ 協働する 学校（ コ ミ ュ ニティ ・ ス ク ール等の機能の有効活用）  
４  職員が常に学び続け、 チームワ ーク がある 学校（ 学び合い高め合う 組織の構築）  

※重点目標は４ つ以上の設定も 可。 重点目標に対応し た評価項目は複数設定可。  

※番号欄は重点目標の番号と 対応さ せる 。 評価項目に対応し た「 具体的方策、  

方策の評価指標」 を 設定。  

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会によ る 評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番 号 現状と 課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と 改善策  学校運営協議会から の意見・ 要望・ 評価等 

1 

（ 現状）  

〇全国学力・ 学習状況調査では、 国語・ 算数と も

に全国・ 埼玉県平均よ り 大き く 下回っ ている 。

「 思考力・ 判断力・ 表現力」 に大き な課題があ

り 、 記述式の問題では無回答率が全国・ 埼玉県

平均よ り １ ０ ポイ ン ト 以上高い。 漢字の書き 取

り においても 無回答率が３ ０ ％を超えている 。  

〇日頃の学習場面では、 積極的に学習に取り 組む

児童が多いが、 反面、 意欲に 乏し い児童も 多

い。  

（ 課題）  

〇基礎的・ 基本的な知識・ 技能を 確実に習得と 、

それら を 活用する 場面での「 思考力・ 判断力・

表現力」 の育成が課題である 。  

〇学習状況に大き な個人差がある ため、 実態を 的

確に捉え全体的な基礎学力の向上を図る こ と 。  

・ 一人一台の端

末等を 活用し

た 基礎学力定

着に向け た 授

業改善 

 

 

 

 

 

①一人一授業を実施し 、 基礎的・ 基本的

な 知識技能の定着と 、 その活用場面

を意識し た授業を行う 。  

②各教科等のねら いの達成にど のよ う に

タ ブレ ッ ト の機能が活用でき る か吟

味し 、 オク リ ン ク やム ーブノ ート 、

ス タ ディ サ プ リ を 積極 的に 活用す

る 。  

①一人一授業後の児童の変容を見取り 、

その積み重ねから 、 個々の基礎学力向

上具合を評価し ている か。  

②積極的にＩ Ｃ Ｔ を 活用し ている か、 よ

い授業アンケート 「 Ｉ Ｃ Ｔ など を活用

し て教えている 」 項目で肯定的な評価

80 パーセント 以上になったか。  

 

 

 

  

・ 「 思考力・ 判

断 力 ・ 表 現

力」 の 向上に

向け た 授業改

善 

 

①目的や意図に応じ 、 理由を明確にし な

がら 自分の考えを書いたり 、 伝えたり

する 活動の充実 

②瞬時に自分の考えを 伝え合う こ と ので

き る よ う 一人一台の端末の有効活用を

行う 。  

①②よ い授業アンケート 「 児童生徒が、

自分の考えや感想を「 書く 」 時間をと

っている 」 「 児童生徒が、 自分の考え

や感想を「 発表する 」 時間をと ってい

る 」 項目で肯定的な評価 80 パーセン

ト 以上になったか 
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〇学校評価「 学校は保護者から の相談や要望に対

し て、 適切に対応し ている 」 の項目において、

よ く でき ている の評価は、 Ｒ ２ …３ ０ ％、 Ｒ ３ …１

８ ％、 児童の項目「 先生に悩みや困ったこ と を相

談でき る 」 Ｒ ２ …３ ２ ％、 Ｒ ３ …２ ６ ％ である 。  

〇昨年度、 施設設備の不具合等が主な原因と 考え

ら れる 事故は無かっ た。 下校時のト ラ ブルや、

登下校時における 安全確保（ 交通安全・ 不審者

対応） に苦慮し ている 。  

（ 課題）  

〇児童・ 保護者の悩みに真摯に向き 合い、 専門ス

タ ッ フ （ Ｓ Ｃ 、 Ｓ Ｓ Ｗ） を交え組織的にそれら

にし っかり 寄り 添う こ と 。  

〇児童の安全をし っ かり 守れる よ う に、 実態を よ

く 把握し たう えで課題に迅速に対応する 。 班長

指導等を 適宜行いし っ かり 見届け た り 、 保護

者・ 地域と 連携を強化する こ と が課題である 。  

・ 児童一人ひと

り の変化に気

付き 寄り 添う

教育相談体制

の構築 

 

 

①生徒指導・ 教育相談会の行い方を工夫

し 、 児童の支援方法について具体的

に話し 合える よ う にする 。  

②「 心と 生活のアンケート 」 の確実な実

施と 迅速な対応の徹底 

①毎回の委員会実施の際に、 具体的な組

織的な支援策が確認さ れたか。  

②「 心と 生活のアンケート 」 後に実施さ

れた面談結果の迅速な管理職への報告

が行われたか。  

   

  
・ 児童の安全を

確実に 守る 取

組の充実 

 

 

 

 

 

 

 

①定期的な登校指導を実施し 、 現状を 把

握し た う え で班長指導を 行う 。 その

後の変容を 確実に見取り 児童の安全

を確保する 。  

②学校安全ネッ ト ワ ーク 会議や学校運営

協議会において 、 児童の安全を 脅か

す現状を 共有し 、 保護者地域の協力

を得ら れる よ う に協力を依頼する 。  

①毎月 1 回の登校指導と 班長指導の実

施。 学校評価「 学校は安全についての

指導をよ く 行っている 」 項目で肯定的

な 評価 80 パーセン ト 以上と な っ た

か。  

②登下校時に、 教員が毎日安全指導がで

き ない分、 地域の方々の協力のも と 児

童の安全を守る 何ら かの取組が始ま っ

たか。  
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〇昨年度、 本校学校運営協議会を 立ち上げ、 目指

す児童の姿を 確認し た。 地域全体で児童を 育成

する ために学校・ 地域・ 保護者がそれぞれの立

場で何ができ る のか熟議を行った。  

（ 課題）  

〇児童の安全を守る 上で、 本校教職員のみではで

き る 範囲に限界がある 。 ま ずは、 学校運営協議

会においては児童の安全について焦点を当て具

体的に何ができ る か熟議し 実行する 必要があ

る 。  

・ 学校のこ と を

保護者・ 地域

の方々によ く

知っ て も ら う

取組の充実 

 

 

①積極的に学校の教育活動の公開を行っ

たり 、 ＨＰ 等で公開し たり する 。  

②学校運営協議会において、 本会の目指

す児童像「 他者や地域と 豊かにかかわ

り 、 自己を高め、 健やかで輝き 続ける

柏崎の子」 の具現化に努める  

①授業参観・ 学校公開、 かし わっ子発表

会等の行事の確実な実施及び行い方の

工夫を行ったか。  

②学校運営協議会において、 本校児童に

ついて熟議が行われ、 安全についての

みなら ず、 よ り 児童像に迫る 話題で熟

議が行われたか。  

   

  
・ 教員の授業準

備や学習評価

の時間を 確保

する た めに、

地域の 協力の

も と で の児童

の安全を 守る

活動の充実 

 

①学校運営協議会の熟議の方向性を児童

の安全確保の視点で重点化する 。  

②学校ででき る こ と 、 保護者ができ る こ

と 、 地域ができ る こ と を明確にする 。  

①重点化さ れた児童の安全を確保する た

めの取組が具体化さ れたか。  

②分担さ れた役割が効果的に働き 、 児童

の安全が確保さ れ、 登下校時の事故ト

ラ ブルが昨年度よ り 減少し たか。     
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〇今年度よ り 高学年の教科担任制を 導入し ている

が、 担当教科について、 よ り 深い教材研究が行

えている 。  

〇一人一台の端末を 活用し た、 個別最適化さ れた

学習について研究を進めている と こ ろである 。  

（ 課題）  

〇教科担任制に伴う メ リ ッ ト 、 デメ リ ッ ト が見え

てき ている 。 課題を 確認し Ｒ ５ の完全実施に向

け体制を整える 。  

〇ス タ ディ ・ サプリ 等Ｉ Ｃ Ｔ の活用方法について

研修を進める 。  

・ 今年度よ り 導

入し た 教科担

任制に よ る メ

リ ッ ト デメ リ

ッ ト を 十分吟

味し 検討さ れ

た 次年度計画

の完成 

 

 

 

①毎月教科担任制に関わる 担当者が集ま

り 課題点を明ら かにし その対応策につ

いて検討する 。  

②本校児童の実態に正対し たう えで、 Ｉ

Ｃ Ｔ 等を活用し たよ り よ い授業を提供

でき る よ う 、 Ｉ Ｃ Ｔ 推進部が積極的な

提案を行う 。  

①毎月毎に開催する 検討委員会にて、 そ

の都度課題が解決さ れ、 よ り よ い実施

方法が確認さ れたか。 ま た、 Ｒ ５ 年度

計画ができ たか。  

②Ｉ Ｃ Ｔ 推進部員が中心に、 積極的に授

業において一人一台の端末を活用し 、

その成果を広めら れている か。  

 

 

 

 

  


